
議会のあり方

議会活動

　広報広聴委員会では、 これまで議会だよりを編

集 ・発行する広報分科会と、 おしゃべりカフェや

議会報告会を開催する広聴分科会に分かれ、 それ

ぞれ活動しておりましたが、 これまでの活動を

今一度見直し、 令和4年12月から始まった議会の

YouTube動画配信やHPなどデジタルを使った発

信にも力を入れていくため、 来年度からは新たな

体制のもと、 委員全員で広聴 ・広報活動を行って

まいります。

　議会報告会もこの活動レポートや、 動画配信など

形を模索しながら進化していきたいと考えておりま

すので、 ご意見 ・ご感想をぜひお寄せください。

議長　児玉洋一

和田 成功 副委員長

小委員会の主な活動

遠藤 和秀 委員長

広報広聴委員長
冨田 陽子

議長のメッセージ

動画はこちらから

委員長のメッセージ

動画はこちらから

紙面と動画で議会活動をお届け

　日ごろから山北町議会に対し、 温かいご支援ご協力を賜りまして誠にありがとうございます。

　例年実施しておりました町内6か所をめぐる議会報告会・車座集会ですが、 新型コロナウイルス等の感染

拡大の影響により、 本年もやむなく中止といたしましたが、 今回も議会活動レポートの紙面配布、 議会

YouTubeによる動画配信で議会報告に変えさせていただきますことをご容赦願います。

山北町議会も新たなステージへ

　おかげさまで、 現体制の議会も本年４月で４年の任期を迎えようとしています。 後半２年間は、 不慣れなが

ら議長として議会運営の先頭に立ち、行財政の監視機能はもとより、積極的な議会改革を進めてまいりました。

　その中でも、 議会YouTubeの開設、 定例会一般質問の動画配信など、 ICT化へ向けた取組みを始め、

子育て世代や高校生など次世代を担う方たちとの意見交換、 さらには議員定数の削減や委員長手当 ・政

務活動費の導入など、 スピード感を意識した新たな取組みを進めてきました。

　こうした積極的な議会改革を進めることで、 山北町議会も新たなステージを迎えます。 全国的に課題と

なっている地方議員のなり手不足解消の一助となれば幸いです。

皆さまとともに進めるまちづくり

　今後も町民の生の声をしっかりと聴き入れながら、 議会広報モニターやおしゃべりカフェなどの活動も通

じ、 皆さまと共に、 魅力あふれるまちづくりに尽力してまいります。
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なり手不足解消に向けてなり手不足解消に向けてなり手不足解消に向けて

　議長を除く13名の議員で構成される議会のあり方検討委員会を３つの小委員会に分

け、それぞれのテーマ別に詳細な調査研究を進めてきました。概ね2か月に一度、全体委

員会を開催し、小委員会の活動報告や議員間討議を行いました。

　地方議員、特に町村議会議員において
は、全国町村議会においても環境改善が
必要と国へ提言されています。
　これから議員を志す方のためにも、今か
ら少しずつ環境整備を進めていく必要が
あると考え、議論してきました。

定数問題等小委員会 ◆議員定数２名削減　14名→12名

◆委員長手当　月額5,000円加算
　※支給対象

　・議会運営委員長、総務環境及び福祉教育常任委員長

◆政務活動費　月額10,000円（議員1名あたり）

　※支出の透明性確保に向け、審査会を設置

◆山北高校の地域との協働に関する授業へ参加
◆議会だより「議会のおと」
　　　　山北高校へ定期配布とアンケート実施

◆山北町議会YouTubeの開設
◆定例会一般質問の録画配信の開始

　山北町の次世代を担う若い方々からま
ちづくりに向けた新しい発想を議会として
も取り入れていく必要があると考え、山北
高校の生徒の皆さんと意見交換や交流を
行いました。

次世代育成等小委員会

　コロナ禍もあって社会のデジタルに向
けた取組みが急速に進展しました。定例
会一般質問の動画配信やオンライン会議
など、時代のニーズに見合った ICT化へ
の取組みを進めてきました。

I CT化小委員会

皆さまからのご意見をお待ちしております

山北高校生との交流／若い世代の生の声をまちづくりのヒントに

山北町議会YouTubeチャンネル
登録お願いします 一般質問で町政を問う

普段は森づくり

普段は温泉旅館の
従業員

問合せ

議会事務局  ☎７５－３６５３

                 mail ： gikai@town.yamakita.kanagawa.jp

山北町議会
2023.3.16 発行



子どもにやさしいまちづくり

放課後児童クラブ（学童保育）の業務委託の検証
・令和４年６月現地視察＆ヒアリングを実施
・子どもにとっては以前より環境改善がみられた
・今後は安全対策として支援員の加配、民間ノウハウの積極的
  な活用などが必要と考える

０歳から１５歳までの一貫教育・保育
・担当課が一元化されたこと以外効果が見えない
・「小１の壁」「中１ギャップ」など教育問題の解消に向けた
  検証が必要
・園、小、中学校さらには学童保育や子ども教室、各種団体等、
  垣根を超えた組織の強化連携が必要と考える
・町の特色を活かした一貫教育の仕組みづくりが必要

「東山北1000
           まちづくり基本計画」

水上住宅（みずかみテラス）整備事業
・令和４年５月現地視察、進捗状況を確認
・入居者状況や今後の展望など担当課と意見交換を実施
・令和５年１月、全25戸の入居を確認
・町外移住者 87％など人口増について一定の効果を確認
・移住者の声など、委員会としてヒアリングも必要と考える

水上住宅周辺及び尾先地区土地利用計画
・向原保育園の移設を含め、水上地区周辺計画の具現化が必要
・尾先地区土地利用計画の進捗を継続調査していく
・「東山北1000まちづくり基本計画」は社会情勢の変化も見極め、
  基本計画の見直しも必要と考える

民間委託 2年目を迎えた放課後児童クラブ

子どもたちの健やかな成長を支える仕組みが必要

みずかみテラスは町内外から大人気！

更なる土地利活用を進め、 移住者を増やす取組みを
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町民の生
活向上に

向けて

子どもたち
の健やかな

成長を願っ
て

新東名スマートIC
　　　　建設に伴うまちづくり

町内公共交通の整備

鳥獣被害対策

周辺土地利用計画の調査研究
・令和 4 年 8月地元「清水あり方研究会」と意見交換
・道の駅、小中学校の跡地利用、清水橋の渋滞対策等について
  具現化を早期に示す必要がある
・今後、町や関係団体等を交えた検討組織の立ち上げを促し、
  委員会としても積極的に調査を進めていく

県道76号山北藤野線、南北交通軸延伸に向けた調査
・町と県、隣接する相模原市との3 者協議の進捗確認などを行い
  具現化を早期に示す必要がある
・相模原市議会や関係諸団体との意見交換も今後必要と考える

町猟友会との協働による鳥獣被害対策への取組み
・令和 4 年 8月町猟友会との意見交換会を実施
・会員の高齢化、罠に対する助成がないなど、
  課題解決に向けた仕組みづくりが必要と考える

松田町ジビエ処理加工施設運営に向けた調査
・松田町に設置されたジビエ処理加工施設の動向と山北町の
  かかわりを継続調査していく

デマンドタクシー試行運行の検証と今後
・令和 3 年度と4 年度、清水・三保地区で実施したデマンド
  タクシー試行運行のアンケート結果の検証
・今後、地域公共交通協議会で本運行に向けた協議を進めるに
  あたり、委員会も継続調査が必要と考える
・清水・三保地区だけではなく町内全域の公共交通利用調査が必要

（仮称） 山北スマートICは令和 9 年完成予定

ここを拠点としたまちづくりこそ、 町の最重要課題

清水・三保地区で好評だったデマンドタクシー

今後、 町内全域で運行できる新たな公共交通が必要

鳥獣被害対策の一環として期待されるジビエ処理加工施設
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鳥獣被害対策

周辺土地利用計画の調査研究
・令和 4 年 8月地元「清水あり方研究会」と意見交換
・道の駅、小中学校の跡地利用、清水橋の渋滞対策等について
  具現化を早期に示す必要がある
・今後、町や関係団体等を交えた検討組織の立ち上げを促し、
  委員会としても積極的に調査を進めていく

県道76号山北藤野線、南北交通軸延伸に向けた調査
・町と県、隣接する相模原市との3 者協議の進捗確認などを行い
  具現化を早期に示す必要がある
・相模原市議会や関係諸団体との意見交換も今後必要と考える

町猟友会との協働による鳥獣被害対策への取組み
・令和 4 年 8月町猟友会との意見交換会を実施
・会員の高齢化、罠に対する助成がないなど、
  課題解決に向けた仕組みづくりが必要と考える

松田町ジビエ処理加工施設運営に向けた調査
・松田町に設置されたジビエ処理加工施設の動向と山北町の
  かかわりを継続調査していく

デマンドタクシー試行運行の検証と今後
・令和 3 年度と4 年度、清水・三保地区で実施したデマンド
  タクシー試行運行のアンケート結果の検証
・今後、地域公共交通協議会で本運行に向けた協議を進めるに
  あたり、委員会も継続調査が必要と考える
・清水・三保地区だけではなく町内全域の公共交通利用調査が必要

（仮称） 山北スマートICは令和 9 年完成予定

ここを拠点としたまちづくりこそ、 町の最重要課題

清水・三保地区で好評だったデマンドタクシー

今後、 町内全域で運行できる新たな公共交通が必要

鳥獣被害対策の一環として期待されるジビエ処理加工施設



議会のあり方

議会活動

　広報広聴委員会では、 これまで議会だよりを編

集 ・発行する広報分科会と、 おしゃべりカフェや

議会報告会を開催する広聴分科会に分かれ、 それ

ぞれ活動しておりましたが、 これまでの活動を

今一度見直し、 令和4年12月から始まった議会の

YouTube動画配信やHPなどデジタルを使った発

信にも力を入れていくため、 来年度からは新たな

体制のもと、 委員全員で広聴 ・広報活動を行って

まいります。

　議会報告会もこの活動レポートや、 動画配信など

形を模索しながら進化していきたいと考えておりま

すので、 ご意見 ・ご感想をぜひお寄せください。

議長　児玉洋一

和田 成功 副委員長

小委員会の主な活動

遠藤 和秀 委員長

広報広聴委員長
冨田 陽子

議長のメッセージ

動画はこちらから

委員長のメッセージ

動画はこちらから

紙面と動画で議会活動をお届け

　日ごろから山北町議会に対し、 温かいご支援ご協力を賜りまして誠にありがとうございます。

　例年実施しておりました町内6か所をめぐる議会報告会・車座集会ですが、 新型コロナウイルス等の感染

拡大の影響により、 本年もやむなく中止といたしましたが、 今回も議会活動レポートの紙面配布、 議会

YouTubeによる動画配信で議会報告に変えさせていただきますことをご容赦願います。

山北町議会も新たなステージへ

　おかげさまで、 現体制の議会も本年４月で４年の任期を迎えようとしています。 後半２年間は、 不慣れなが

ら議長として議会運営の先頭に立ち、行財政の監視機能はもとより、積極的な議会改革を進めてまいりました。

　その中でも、 議会YouTubeの開設、 定例会一般質問の動画配信など、 ICT化へ向けた取組みを始め、

子育て世代や高校生など次世代を担う方たちとの意見交換、 さらには議員定数の削減や委員長手当 ・政

務活動費の導入など、 スピード感を意識した新たな取組みを進めてきました。

　こうした積極的な議会改革を進めることで、 山北町議会も新たなステージを迎えます。 全国的に課題と

なっている地方議員のなり手不足解消の一助となれば幸いです。

皆さまとともに進めるまちづくり

　今後も町民の生の声をしっかりと聴き入れながら、 議会広報モニターやおしゃべりカフェなどの活動も通

じ、 皆さまと共に、 魅力あふれるまちづくりに尽力してまいります。

議会のあり方
検討委員会

委員長のメッセージ

動画はこちらから
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なり手不足解消に向けてなり手不足解消に向けてなり手不足解消に向けて

　議長を除く13名の議員で構成される議会のあり方検討委員会を３つの小委員会に分

け、それぞれのテーマ別に詳細な調査研究を進めてきました。概ね2か月に一度、全体委

員会を開催し、小委員会の活動報告や議員間討議を行いました。

　地方議員、特に町村議会議員において
は、全国町村議会においても環境改善が
必要と国へ提言されています。
　これから議員を志す方のためにも、今か
ら少しずつ環境整備を進めていく必要が
あると考え、議論してきました。

定数問題等小委員会 ◆議員定数２名削減　14名→12名

◆委員長手当　月額5,000円加算
　※支給対象

　・議会運営委員長、総務環境及び福祉教育常任委員長

◆政務活動費　月額10,000円（議員1名あたり）

　※支出の透明性確保に向け、審査会を設置

◆山北高校の地域との協働に関する授業へ参加
◆議会だより「議会のおと」
　　　　山北高校へ定期配布とアンケート実施

◆山北町議会YouTubeの開設
◆定例会一般質問の録画配信の開始

　山北町の次世代を担う若い方々からま
ちづくりに向けた新しい発想を議会として
も取り入れていく必要があると考え、山北
高校の生徒の皆さんと意見交換や交流を
行いました。

次世代育成等小委員会

　コロナ禍もあって社会のデジタルに向
けた取組みが急速に進展しました。定例
会一般質問の動画配信やオンライン会議
など、時代のニーズに見合った ICT化へ
の取組みを進めてきました。

I CT化小委員会

皆さまからのご意見をお待ちしております

山北高校生との交流／若い世代の生の声をまちづくりのヒントに

山北町議会YouTubeチャンネル
登録お願いします 一般質問で町政を問う

普段は森づくり

普段は温泉旅館の
従業員

問合せ

議会事務局  ☎７５－３６５３

                 mail ： gikai@town.yamakita.kanagawa.jp

山北町議会
2023.3.16 発行


